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第１  自然的条件  

 自然環境  

本市には、太平山等の人の手が加わっていない自然が残る樹林地が北

東部に分布しており、中心部から南部に広がる水田 域や丘陵域には、多

くのため池や水路、里山があります。  

また、本市を流れる河川は、一級河川である雄物川水系と二級河川で

ある馬場目川水系、下浜鮎川等があります。  

 

 

図 １ -１  森 林 分 布 図  

資 料 ： 国 土 数 値 情 報 ダ ウ ン ロ ー ド サ ー ビ ス （ 平 成 26 年 ）   
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 生物多様性  

特定植物群落 ※は 、主に太平山 等 の 東部山岳地帯に 分 布し、スギ、ブ

ナ、アカマツ、クロベ等の群落が確認されて いるほか、同地帯は、国の

特別天然記念物であるカモシカ、亜高山帯に生息する鳥類 等貴重な生物

の生息地にもなっています。  

また、市街地近郊においても、女
め

潟
がた

湿原植物群落や、金足高岡溜池の

水生植物群落等、豊富な植生を誇ります。  

 

 

図 １ -２  生 物 多 様 性 分 布 状 況  

資 料 ： 秋 田 の 自 然 マ ッ プ （ 秋 田 県 ）  

 

※  特 定 植 物 群 落  
⇒ 環 境 省 の 自 然 環 境 保 全 基 礎 調 査 に よ り 選 定 さ れ た 、 学 術 上 重 要 な 、

又 は 、 保 護 を 要 す る 植 物 群 落 。   
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第２  社会的条件  

 人口・面積  

本市の総人口は、平成 12 年 以 降減少しています。人口集中地区にお

いても同様に、人口は減少傾向にある一方で面積は拡大しており、人口

密度は低下傾向にあります。  

年 齢 別人口の推移は、年少人口が昭和 60 年 か ら平成 27 年 で 9.5％ 減

少している一方、老年人口は 18.8％ 増加しており、少子高齢化の進行が

顕著となっています。  

 

表 ２ -１  人 口 ・ 面 積 ・ 人 口 密 度 の 推 移  

 

資 料 ： 国 勢 調 査  

 

 

図 ２ -１  年 齢 別 人 口 の 推 移  

資 料 ： 国 勢 調 査   

行政区域
（人）

人口集中
地　　　区
（人）

全域に対す
る集中地区
の割合（%）

行政区域
（km2）

人口集中
地　　　区
（km2）

全域に対す
る集中地区
の割合（%）

行政区域
（人/km2）

人口集中
地　　　区
（人/km2）

昭和60年 316,550 239,334 75.6 906.36 45.40 5.01 349.3 5,271.7

平成2年 322,698 249,533 77.3 905.18 48.50 5.36 356.5 5,145.0

平成7年 331,597 259,620 78.3 905.18 50.40 5.57 366.3 5,151.2

平成12年 336,646 265,711 78.9 905.67 52.40 5.79 371.7 5,070.8

平成17年 333,109 263,485 79.1 905.67 53.60 5.92 367.8 4,915.8

平成22年 323,600 254,970 78.8 905.67 53.99 5.96 357.3 4,722.5

平成27年 315,814 250,569 79.3 906.09 54.76 6.04 348.5 4,575.8

面積人口

年次

人口密度

20.6％ 18.3％ 16％ 14.3％ 13.2％ 12.2％ 11.1％

70％ 69.9％ 69.1％ 67.7％ 65.6％ 63.4％ 59％

9.3％ 11.8％ 14.9％ 18.1％ 21.1％ 24％ 28.1％

0%

20%

40%

60%

80%

100%

昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

年少人口（14歳以下） 生産年齢人口（15～64歳） 老年人口（65歳以上）
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 土地利用・公共公益施設  

森林、原野および農地といった緑が市域の約８割を占めており、民有

林の割合が多くなっています。  

森 林 地域は市街地を取り囲んでおり、保安林は特定 植物群落の多い太

平山一帯が指定されています。  

市 街 地の特性として、秋田駅周辺や 土崎地区、新屋地区、御所野地区

を中心に建物が集積しています。  

 

図 ２ -２  森 林 地 域 図  

資 料 ： 国 土 数 値 情 報 ダ ウ ン ロ ー ド サ ー ビ ス （ 平 成 27 年 ）   
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都市公園は、全 208 箇 所 （ 611.62ha） で あり、市街地を中心に分布

しています。また、市民一人当たりの都市公園面積は、全国平均の約２

倍（平成 29 年 時 点： 19.51 ㎡ ） を確保しています。  

そ の 一方で、市街地において、秋田駅 東地区、楢山地区、新屋駅周辺

地区等、気軽に歩いて いける範囲（概ね 300ｍ ）に 都市公園が ない地域

が存在しています。  

 

 

図 ２ -３  都 市 公 園 分 布 状 況  

資 料 ： 秋 田 市 資 料   
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 都 市 計 画 公園 の 整備率 を、 公園 面 積の比 率で 見る と 28.6％ と なっ て

いるものの、公園箇所数の比率で 見ると 69.6％ と なっています。  

都 市 計画公園の種別ごとの整備率は、公園面積の比率では、風致公園

や歴史公園、緑地等の整備率が低く、公園箇所の比率では、風致公園や

近隣公園、緑地等の整備率が低くなっています。  

 

表 ２ -２  都 市 計 画 公 園 の 開 設 状 況  

資 料 ： 秋 田 市 の 都 市 計 画 201 7  

 

  

種別  

計 画 ・開設内訳  

計 画  開 設  整 備 率

【面積】  

（ ％ ）  

整 備 率  

【 箇 所】  

（ ％ ）  箇 所 数  
面 積
(ha)  箇 所 数  

面 積
(ha)  

住 区

基 幹

公 園  

街 区 公 園  220  50 .51  155  32 .03  63 .4  70 .5  

近 隣 公 園  19  38 .40  8  17 .84  46 .5  42 .1  

地 区 公 園  2  9 .50  2  9 .50  100 .0  100 .0  

都 市

基 幹

公 園  

総 合 公 園  5  295 .90  5  258 .19  87 .3  100 .0  

運 動 公 園  1  26 .70  1  21 .73  81 .4  100 .0  

特 殊

公 園  

風 致 公 園  3  234 .90  0  0 .00  0 .0  0 .0  

歴 史 公 園  1  39 .20  1  2 .34  6 .0  100 .0  

墓 園  2  76 .70  2  22 .71  29 .6  100 .0  

 広 域 公 園  2  753 .80  2  196 .30  26 .0  100 .0  

緑 地  7  596 .19  6  45 .65  7 .7  85 .7  

広 場  1  0 .08  1  0 .08  100 .0  100 .0  

合 計  263  2,121.88 183  606 .37  28 .6  69 .6  
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 地球温暖化・公害発生状況  

市域の温室効果ガス排出量は、平成 17 年 度から平成 25 年 度 で 7.6％

増加しています。  

大 気 汚染物質の状況を見ると、一部の調査地点で光化学オキシダント

が環境基準値を超えていますが、光化学オキシダント注意報の発令基準

は下回っています。  

 

 

図 ２ -４  市 域 か ら の 温 室 効 果 ガ ス 総 排 出 量 の 推 移  

資 料 ： 秋 田 市 環 境 基 本 計 画 （ 平 成 29 年 度 10 月 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※  光 化 学 オ キ シ ダ ン ト  
⇒ 大 気 中 の 窒 素 酸 化 物 や 炭 化 水 素 な ど が 紫 外 線 の 作 用 に よ っ て 光 化 学

変 化 を 起 こ し 、 生 成 し た オ ゾ ン を 主 成 分 と す る 強 酸 化 物 質 の 総 称 。

光 化 学 ス モ ッ グ の 原 因 と な り 、 高 濃 度 で は 粘 膜 を 刺 激 し 、 呼 吸 器 へ

の 影 響 を 及 ぼ す ほ か 、 農 作 物 な ど 植 物 へ の 影 響 も 観 察 さ れ て い る 。   
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 観光入込客数の推移  

観光入込客数の経年推移は、平成 23 年 に 大幅に減少し、平成 24 年

以降は緩やかな増加傾向が見られます。また、過去３年間の月別推移で

は、特に「竿燈まつり」や「雄物川花火大会」が開催される８月に観光

入込客数が集中しています。  

 

 

図 ２ -５  観 光 入 込 客 数 の 経 年 推 移  

資 料 ： 秋 田 県 観 光 統 計 （ 平 成 19 年 ～ 平 成 28 年 ）  

 

 

図 ２ -６  月 別 観 光 客 数 の 推 移  

資 料 ： 秋 田 県 観 光 統 計 （ 平 成 26 年 ～ 平 成 28 年 ）  
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第３  その他の地域概況  

 レクリエーション施設調査  

テニスコートやグラウンドゴルフ場等がある太平山リゾート公園、球

技 場 や 陸 上 競 技 場 等 が あ る 八 橋 運 動 公 園 等 の 大 規 模 公 園 を 中 心 に レ ク

リエーション施設や健康増進等に資する施設が整備されています。その

他、優れた自然の風景地の保護と利用増進を目的とした自然公園等も設

置されています。  

雄 物 川、旧雄物川（秋田運河）、岩見川沿 岸においては、サイクリング

コースが整備されています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３ -１  レ ク リ エ ー シ ョ ン 施 設 位 置 図  

資 料 ： 平 成 28 年 度 都 市 構 造 分 析 調 査   

太平山県立自然公園  

一つ森公園  

千秋公園  

八橋運動公園  

御所野総合公園  

県立中央公園  

大森山公園  

県立向浜運動広場  

県立小泉潟公園  

太平山リゾート公園  

花木観光農園  

大滝山自然公園  

浜田森林総合公園  

仁別国民の森  
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 景観調査  

本市を代表する景観として、東部に位置する太平山 等の東部山岳地帯、

南部に位置する高尾山周辺の森林地帯、西 部の海岸部に位置する樹林地

等の自然景観が挙げられます。また、これらを繋ぐように雄物川、岩見

川、旭川等の河川が流れ、良好な水辺景観を創出しています。  

その他の景観として、秋田駅周辺等、県都としての「顔」となる地区

等の都市景観、千秋公園や高清水公園等に代表される歴史的景観が挙げ

られます。  

 

 

図 ３ -２  景 観 分 布 図   
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 防災調査  

本市の土砂災害危険箇 所のうち、市街化区域内の地すべり危険 箇所は、

一つ森公園、城跡風致地区、手形山風致地区等に分布しています。また、

急傾斜地崩壊危険 箇所は、高清水風致地区、手形山風致地区、城跡風致

地区等の風致地区や千秋公園、一つ森公園等で見られます。  

本 市 の避難場所 ※ １ は、主に学校等のグラウンドや 0.25ha 以 上の面積

を有する都市公園を中心に、市内で 130 箇 所 指定されています。また、

広域避難場所 ※ ２と して高清水公園、千秋公園、八橋運動公園、秋田カン

トリークラブグリーン、大森山公園の５箇所が指定されています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ １  避 難 場 所  
⇒ 災 害 が 発 生 す る お そ れ が あ る 場 合 や 発 災 し た 場 合 、 危 険 を 逃 れ る た

め に 避 難 住 民 を 受 け 入 れ る 場 所 。  

※ ２  広 域 避 難 場 所  
⇒ 災 害 発 生 後 、 火 災 の 延 焼 拡 大 等 に よ り 避 難 場 所 が 危 険 な 状 況 に な っ

た 場 合 の 二 次 避 難 の 場 所 。   



第１編 現況調査 

 

16 

  

◆ 

序
編 

◆ 

計
画
策
定
の
趣
旨 

 

 

◆ 

第
１
編 

◆ 

現
況
調
査 

◆ 

第
１
編 

◆ 

現
況
調
査 

 

  

◆ 

第
２
編 

◆ 

緑
の
評
価 

 

  

◆ 

第
３
編 

◆ 

基
本
計
画 

 

 

 

 

図 ３ -３  避 難 場 所 位 置 図  

資 料 ： 秋 田 市 地 域 防 災 計 画 （ 平 成 26 年 ３ 月 ）  
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 公園・緑地の維持管理  

平成 20 年 度 から平成 29 年 度 までの公園施設の維持管理・更新等に

係る経費は年平均で約 10 億 円 となっており、その 70％ 前 後を維持管理

費が占めています。また、直近の 9 年間において、維持管理費は増加傾

向にあるほか、今後も老朽化した施設や工作物の改修、更新に要する経

費の増加が見込まれます。  

公 園 愛 護 協 力 会 ※ １ は 結 成 団 体 数 が 年 々 増 加 傾 向 に あ る ほ か 、 公 園 総

数（都市公園と児童遊園地の計）に占める公園愛護協力会の結成公園数

の割合も増加傾向にあります。  

 

 

図 ３ -４  公 園 総 数 に 占 め る 結 成 公 園 数 の 割 合  

資 料 ： 平 成 30 年 度 秋 田 市 の 公 園 緑 地  

 

 

 

 

 

 

 

※ １  公 園 愛 護 協 力 会  
⇒ 地 域 の 町 内 会 等 に よ る 組 織 が 、 自 主 的 に 公 園 の 草 刈 り や 清 掃 等 を 行

う 制 度 。  

※ ２  結 成 公 園 数  

⇒ 公 園 愛 護 協 力 会 団 体 が 活 動 を 行 う こ と を 締 結 し た 公 園 数 。   
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第４  市民からみた緑の評価  

市民に対して、居住地域の生活環境に係る 23 項 目 について、各満足

度 を ５ 段 階 で 評 価 す る 調 査 を 実 施 し た 結 果 、 緑 に 関 す る 「 緑 の 豊 か さ」

「公園・緑地」「自然景観の美しさ」の ３項目は、いずれも満足度が相対

的に高くなっています。  

 

 

図 ４ -１  市 民 か ら 見 た 緑 の 評 価  

資料：秋田市『都市計画』および『バリアフリー』に関するアンケート調査（平成 28 年 11 月） 
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第５  上位計画等関連計画の整理  

緑の基本計画の検討に当たり、整合 や調和等を図る必要のある主な上

位関連計画について、 概要を示します。  

 

表 ５ -１  主 な 上 位 関 連 計 画 の 概 要 （ 1/ 8）  

名称  第 13 次 秋 田市総合計画  

策 定 主 体  

（ 策 定 年 次 ）  

秋 田 市  

（ 2016 年 ３ 月 ）  

目 標 年 次  2020 年  

基 本 理 念 等  と も に つ く り  と も に 生 き る  人 ・ ま ち ・ く ら し  

～ ス ト ッ プ 人 口 減 少  元 気 と 豊 か さ を 次 世 代 に ～  

緑 に 関 わ る 基 本

方 針 ま た は 関 連

施 策  

【 将 来 都 市 像 ２ 】  

緑 あ ふ れ る 環 境 を 備 え た 快 適 な ま ち  

  

 利 便 性 の 高 い 都 市 基 盤 を 整 備 し な が ら 、 本 市 の 住 み よ

い 環 境 を 保 全 し 次 世 代 へ 継 承 す る こ と が で き る コ ン パ ク

ト シ テ ィ を 形 成 し 、い つ の 時 代 に お い て も 、「 緑 あ ふ れ る

環 境 を 備 え た 快 適 な ま ち 」 を 目 指 す 。  

 

◯ 環 境 と の 調 和  

 ・ 環 境 保 全 の 推 進  

 ・ 循 環 型 社 会 の 推 進  

 ・ 地 球 温 暖 化 へ の 対 応  

◯ 都 市 基 盤 の 確 率  

 ・ 秩 序 あ る 都 市 環 境 の 形 成  

 ・ 住 宅 環 境 の 整 備  
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表 ５ -２  主 な 上 位 関 連 計 画 の 概 要 （ 2/ 8）  

名称  第 ６ 次秋田市総合都市計画  

策 定 主 体  

（ 策 定 年 次 ）  

秋 田 市  

（ 2011 年 ３ 月 ）  

目 標 年 次  2030 年  

基 本 理 念 等  暮 ら し ・ 産 業 ・ 自 然 の 調 和 し た 持 続 可 能 な 都 市  

～ 豊 か な 自 然 と 共 生 し た 人 に も 地 球 に も や さ し い 都 市 づ く

り に よ る 元 気 な 秋 田 の 創 造 ～  

緑 に 関 わ る 基 本

方 針 ま た は 関 連

施 策  

【 全 体 構 想 】  

○ 水 と 緑 の 整 備 ・ 保 全 の 方 針  

 (1 )  水 と 緑 の 保 全 と ネ ッ ト ワ ー ク づ く り  

 (2 )  県 都 秋 田 の “顔 ”の イ メ ー ジ ア ッ プ と ニ ー ズ に 応 じ

た 緑 の 創 出  

(3 )  環 境 へ の 負 荷 を 低 減 す る 緑 の 保 全 ・ 活 用  

 (4 )  安 全 ・ 安 心 に 寄 与 す る 緑 の 保 全 と 創 出  

 (5 )  緑 豊 か な 生 活 環 境 づ く り  

○ そ の 他 の 都 市 施 設 の 整 備 方 針  

 (1 )  社 会 環 境 の 変 化 に 対 応 し た 都 市 施 設 の マ ネ ジ メ ン

ト  

 (2 )  環 境 負 荷 の 低 減 に 配 慮 し た 都 市 施 設 の 整 備  

 (3 )  安 全 ・ 安 心 な ま ち づ く り に 向 け た 都 市 施 設 の 整 備  
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表 ５ -３  主 な 上 位 関 連 計 画 の 概 要 （ 3/ 8）  

 名 称   秋 田 市 環境基本計画  

策 定 主 体  

（ 策 定 年 次 ）  

秋 田 市  

（ 2017 年 10 月 ）  

目 標 年 次  2027 年  

基 本 理 念 等  【 望 ま し い 環 境 像 】  

人 に も 地 球 に も や さ し い あ き た  

緑 に 関 わ る 基 本

方 針 ま た は 関 連

施 策  

【 基 本 目 標 ④ 】  

あ き た ら し い 自 然 に 包 ま れ 、  

人 と 自 然 が 調 和 し た 心 豊 か な 暮 ら し の 実 現  

○ 自 然 環 境 の 保 全 と 活 用  

・ 豊 か な 緑 の 確 保  

・ 自 然 が 有 す る 多 面 的 機 能 の 有 効 活 用  

○ 自 然 と の ふ れ あ い の 促 進  

・ 自 然 と ふ れ あ う 場 ・ 機 会 づ く り の 確 保  

・ 都 市 景 観 の 形 成 ・ 保 全  

・ 自 然 と 歴 史 的 ・ 文 化 的 環 境 と の 調 和  

○ 生 物 多 様 性 の 保 全  

・ 生 物 多 様 性 の 状 況 の 把 握  

・ 希 少 種 の 保 全 や 外 来 生 物 等 へ の 対 策  
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表 ５ -４  主 な 上 位 関 連 計 画 の 概 要 （ 4/ 8）  

 名 称   秋 田 市 景観計画  

策 定 主 体  

（ 策 定 年 次 ）  

秋 田 市  

（ 2009 年 ３ 月 ）  

目 標 年 次  ―  

基 本 理 念 等  【 基 本 方 針 】  

(1 )  市 民 協 働 に よ る 景 観 づ く り  

(2 )  地 域 の 特 性 を い か し た 景 観 づ く り  

(3 )  新 た な 「 秋 田 ら し さ 」 の 創 造  

緑 に 関 わ る 基 本

方 針 ま た は 関 連

施 策  

【 景 観 づ く り の 個 別 方 針 】  

○ 土 地 利 用 別 方 針  

⇒ 公 園 ・ 緑 地 ・ 墓 園  

 近 隣 住 民 や 公 園 愛 護 協 力 会 な ど の 関 係 者 が 主 体 的 に

公 園 の 清 掃 や 除 草 、維 持 管 理 な ど に 取 組 む こ と に よ り 、

地 域 に 愛 着 を も た ら す 景 観 形 成 を 図 る 。  

○ 景 観 の 性 質 別 方 針  

⇒ 緑 を 感 じ る 景 観  

 ・ 丘 陵 地 等 の 緑 の 保 全 と 、 都 市 公 園 の 整 備 促 進 に よ る

緑 地 景 観 の 形 成 を 図 る 。  

・ 街 路 樹 な ど 沿 道 緑 化 の 一 層 の 推 進 や 桜 並 木 等 の 保 全

に よ る 道 路 景 観 の 形 成 を 図 る 。  

・ 水 辺 、 緑 の 拠 点 を 街 路 樹 等 で 結 び 、 水 と 緑 の ネ ッ ト

ワ ー ク を 形 成  等  

  



第１編 現況調査 

 

23 

  

◆ 

第
１
編 

◆ 

現
況
調
査 

 
  

  

 

 

 

 

 

表 ５ -５  主 な 上 位 関 連 計 画 の 概 要 （ 5/ 8）  

名称  第 ５ 次秋田市農林水産業・農村振興基本計画  

策 定 主 体  

（ 策 定 年 次 ）  

秋 田 市  

（ 2016 年 ３ 月 ）  

目 標 年 次  2025 年  

基 本 理 念 等  【 望 ま し い 環 境 像 】  

人 に も 地 球 に も や さ し い あ き た  

緑 に 関 わ る 基 本

方 針 ま た は 関 連

施 策  

【 基 本 目 標 ３ 】  

 潤 い と や す ら ぎ の あ る 農 村 の 創 造  

 ⇒ 人 と 自 然 環 境 と の 共 存 ・ 調 和 を 図 り な が ら 、 生 活 環 境

の 整 備 や コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り な ど を 進 め 、 よ り 快 適 で

暮 ら し や す い 生 き 生 き と し た 農 村 の 形 成 を 図 り ま す 。

ま た 、豊 か な 自 然 環 境 や 美 し い 景 観 、食 文 化 、郷 土 芸 能

な ど 、 地 域 資 源 を 生 か し た 都 市 と 農 村 の 共 生 ・ 対 流 の

促 進 に 努 め ま す 。  

◇ 施 策 の 基 本 方 針  

基 本 方 針 １   

自 然 と 調 和 し た 住 み よ い 農 村 空 間 の 整 備  

基 本 方 針 ２   

都 市 と 農 村 の 共 生 ・ 対 流 の 促 進  

基 本 方 針 ３   

生 き 生 き と し た 農 村 の 形 成  
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表 ５ -６  主 な 上 位 関 連 計 画 の 概 要 （ 6/ 8）  

名称  秋 田 市立地適正化計画  

策 定 主 体  

（ 策 定 年 次 ）  

秋 田 市  

（ 2018 年 ３ 月 ）  

目 標 年 次  2040 年  

基 本 理 念 等  【 ま ち づ く り の 理 念 】  

暮 ら し ・ 産 業 ・ 自 然 の 調 和 し た 持 続 可 能 な 都 市  

～ 豊 か な 自 然 と 共 生 し た 人 に も 地 球 に も や さ し い  

都 市 づ く り に よ る 元 気 な 秋 田 の 創 造 ～  

緑 に 関 わ る 基 本

方 針 ま た は 関 連

施 策  

【 多 核 集 約 型 の 都 市 構 造 の 実 現 に 向 け た 、  

都 市 政 策 分 野 に 係 る 取 組 み の 方 向 】  

○ 生 活 サ ー ビ ス  

身 近 に あ る 自 然 や 田 園 、 全 国 ト ッ プ レ ベ ル の 子 育 て

支 援 な ど 、本 市 の 魅 力 を 最 大 限 に 生 か し 、「 人 」の 流 入

促 進 に よ る 地 域 活 性 化 を 目 指 す 。  

○ 行 政 運 営  

コ ン パ ク ト な 市 街 地 形 成 を 念 頭 に お き つ つ 、 計 画 的

な 公 共 建 築 物 ・ 社 会 基 盤 施 設 の 管 理 を 進 め 、 将 来 の 維

持 ・ 更 新 経 費 の 縮 減 を 目 指 す 。  

◇ 都 市 機 能 の 維 持 ・ 増 進 に 資 す る そ の 他 の 施 策  

良 好 な 市 街 地 環 境 の 形 成 を 図 る た め 、 都 市 基 盤 整 備

を 実 施 す る 。  
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表 ５ -７  主 な 上 位 関 連 計 画 の 概 要 （ 7/ 8）  

 名 称   秋 田 市 公共施設等総合管理計画  

策 定 主 体  

（ 策 定 年 次 ）  

秋 田 市  

（ 2017 年 ３ 月 ）  

目 標 年 次  2026 年  

基 本 理 念 等  【 公 共 施 設 等 マ ネ ジ メ ン ト 基 本 方 針 】  

・ 計 画 的 な 維 持 保 全  

・ 効 率 的 な 施 設 運 営  

・ 適 切 な 施 設 サ ー ビ ス  

緑 に 関 わ る 基 本

方 針 ま た は 関 連

施 策  

【 公 園 （ 今 後 の 方 向 性 ）】  

○ 公 園 は 、 保 有 量 も 多 く 、 公 園 愛 護 協 力 会 や 地 域 自 治 会

等 と の 連 携 に よ り 、 安 全 確 保 に 向 け た 監 視 体 制 を 確 保

し て い く 。  

○ 工 作 物 は 、計 画 的 な 改 修・更 新 等 を 進 め て い く ほ か 、と

り わ け 遊 具 等 は 、 塗 装 な ど に よ る 計 画 的 な 予 防 修 繕 を

継 続 し 、 施 設 の 長 寿 命 化 と 安 全 確 保 に 努 め て い く 。  

○ 公 園 愛 護 協 力 会 が 未 組 織 の 自 治 会 等 に 対 す る 働 き か け

と 併 せ て 、 引 き 続 き 、 地 域 に 身 近 な 公 園 を 愛 護 し て い

く 環 境 を 醸 成 し て い く 取 組 が 重 要 で あ る 。  

  



第１編 現況調査 

 

26 

  

◆ 

序
編 

◆ 

計
画
策
定
の
趣
旨 

 

 

◆ 

第
１
編 

◆ 

現
況
調
査 

◆ 

第
１
編 

◆ 

現
況
調
査 

 

  

◆ 

第
２
編 

◆ 

緑
の
評
価 

 

  

◆ 

第
３
編 

◆ 

基
本
計
画 

 

 

 

 

 

 

表 ５ -８  主 な 上 位 関 連 計 画 の 概 要 （ 8/ 8）  

 名 称   秋 田 市 地域防災計画  

策 定 主 体  

（ 策 定 年 次 ）  

秋 田 市  

（ 2014 年 ３ 月 ）  

目 標 年 次  ―  

基 本 理 念 等  災 害 時 の 被 害 を 最 小 化 し 、 被 害 の 迅 速 な 回 復 を 図 る 「 減

災 」 の 考 え 方 を 防 災 の 基 本 理 念 と す る 。  

緑 に 関 わ る 基 本

方 針 ま た は 関 連

施 策  

【 防 災 都 市 づ く り の 推 進 】  

  延 焼 遮 断 帯 や 緑 地 等 の オ ー プ ン ス ペ ー ス の 整 備 を 図

り 、「 安 全 で 災 害 に 強 い ま ち づ く り 」（ 防 災 都 市 づ く り ）に

努 め る 。  

○ 都 市 計 画 に 基 づ く 防 災 化  

  ・ 面 的 整 備 事 業 等 に よ る 安 全 な 市 街 地 の 整 備  

○ オ ー プ ン ス ペ ー ス の 整 備  

・ 公 園 ・ 緑 道 の 整 備 ・ 緑 地 ・ 農 地 の 保 全  

○ 雪 害 の 予 防  

・ 堆 雪 場 の 確 保  

【 安 全 避 難 の 環 境 整 備 】  

市 は 災 害 が 発 生 し た 場 合 に 住 民 が 安 全 に 避 難 で き る よ

う 、 避 難 場 所 の 確 保 や 避 難 誘 導 体 制 の 整 備 を 推 進 し 、 安

全 避 難 の 環 境 整 備 に 努 め る 。  

○ 避 難 場 所 お よ び 避 難 所 等 の 指 定 ・ 整 備  

・ 避 難 場 所 お よ び 避 難 所 の 指 定  
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第６  前計画の評価  

 施策の取組状況と評価  

前計画における施策の 取組状況と評価について、次のとおり整理しま

した。  

表 ６ -１  施 策 の 取 組 状 況 と 評 価 （ 1/4）  

基
本
理
念  

基 本
方針  

取 組 状況と評価  

み

ん

な

で

そ

だ

て

る

み

ど

り 

み

ど

り

の

パ

ー

ト

ナ

ー 

づ

く

り

を

推

進

し

ま

す 

： 公 園 愛 護 協 力 会 の 結 成 の 促 進 に よ り 、 平 成 1 9 年 度 以

降 、 新 た に 約 100 団 体 が 結 成 さ れ た 。  

：緑 の ま ち づ く り 活 動 支 援 基 金 制 度 を 創 設 し 、市 民 に よ

る 緑 化 活 動 を 支 援 す る と と も に 、活 動 内 容 を ホ ー ム ペ

ー ジ に よ り 広 報 を 行 っ た 。  

：み ど り に 関 わ る 団 体 間 の 交 流 に 向 け た 仕 組 み づ く り に

は 至 っ て い な い 。  

◆ 評 価  

⇒ 公 園 愛 護 協 力 会 だ け で な く 、N PO 等 の 活 動 や 事 業 者 の 地 域

貢 献 活 動 等 と の 連 携 な ど 、多 様 な 主 体 の 参 画 を 促 進 す る 必

要 が あ る 。  

み

ど

り

へ

の

“
気

づ

き

”
づ

く

り

を 

推

進

し

ま

す 

：太 平 山 リ ゾ ー ト 公 園 に お け る ト レ イ ル ラ ン ニ ン グ 大 会

の 開 催 な ど 、自 然 と の ふ れ あ い の き っ か け づ く り に な

る イ ベ ン ト を 実 施 し た 。  

： ス ー パ ー 農 園（ 市 民 農 園 ）を 整 備 し 、農 作 業 を 通 じ た

グ リ ー ン ・ ツ ー リ ズ ム ※ の 推 進 な ど 、 農 園 を 活 用 し た

生 活 ス タ イ ル を 促 進 し た 。  

：千 秋 公 園 や 太 平 山 リ ゾ ー ト 公 園 等 の パ ン フ レ ッ ト を 作

成 し た 。  

： 適 切 な 緑 地 の 保 全 に 向 け た 、開 発 行 為 等 へ の 指 導・助

言 等 を 実 施 し た 。  

◆ 評 価  

⇒ 緑 の 多 機 能 性 ・ 重 要 性 を 広 く 周 知 す る と と も に 、様 々 な イ

ベ ン ト 等 を 通 し て 緑 に 触 れ る 機 会 を 創 出 す る な ど 、継 続 的

な “気 づ き ”づ く り を 推 進 す る 必 要 が あ る 。  

 

 

 

 

※  グ リ ー ン ・ ツ ー リ ズ ム  
⇒ 欧 米 で 生 ま れ た 余 暇 利 用 の 形 態 で 、都 市 生 活 者 が 農 村 な ど に 滞 在 し 、

農 林 漁 業 を 体 験 し た り 、 そ の 地 域 の 文 化 に ふ れ た り す る こ と 。   

【  ○  】  

【  ×  】  

【  ○  】  
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表 ６ -２  施 策 の 取 組 状 況 と 評 価 （ 2/4）  

基
本
理
念  

基 本
方針  

取 組 状況と評価  

み

ん

な

で

つ

く

る

み

ど

り 

み

ど

り

の

拠

点

づ

く

り

を 

進

め

ま

す 

： 緑 化 重 点 地 区 を 指 定 し 、当 該 地 区 を 中 心 に 公 園 の 再 整

備 を 実 施 し た 。  

：バ リ ア フ リ ー 化 等 の 再 整 備 の 際 は 、設 計 段 階 か ら 町 内

会 の 意 見 聴 取 を 実 施 し た 。  

：未 開 設 の 都 市 計 画 公 園 が あ る も の の 、財 政 制 約 の 高 ま

り 等 に よ り 、 積 極 的 な 新 設 整 備 は 困 難 で あ る 。  

◆ 評 価  

⇒ 一 定 量 の 公 園 が 整 備 さ れ て き て お り 、長 期 未 着 手 の 都 市 計

画 公 園 の 見 直 し や「 選 択 と 集 中 」に よ る 整 備 を 進 め て い く

必 要 が あ る 。  

県

都

秋

田

に

ふ

さ

わ

し

い

“
顔

” 

づ

く

り

を

進

め

ま

す 

： 千 秋 公 園 を 対 象 に 、城 跡 公 園 と し て の 歴 史 的 背 景 や 自

然 環 境 の 保 全 に 重 き を 置 い た 整 備 を 実 施 し た 。  

：中 心 市 街 地 で は 、市 民 等 の 発 意 に よ る 緑 化 活 動 が 行 わ

れ て お り 、規 制 に よ る 緑 化 で は な く 、活 動 支 援 等 に よ

る 市 民 協 働 で の 緑 化 を 進 め て い る こ と か ら 、地 区 計 画

等 緑 地 保 全 条 例 制 度 等 の 導 入 に は 至 っ て い な い 。  

◆ 評 価  

⇒ 千 秋 公 園 は 、多 様 化 す る ニ ー ズ に 対 応 し つ つ 、県 都 あ き た

の “顔 ”と し て 、 継 続 的 な 整 備 ・ 拡 充 を 進 め て い く 必 要 が あ

る 。  

⇒ 民 有 地 の 緑 化 推 進 な ど 、千 秋 公 園 を 含 む 中 心 市 街 地 全 体 で

の 緑 の 創 出 を 図 っ て い く 必 要 が あ る 。  

  

【  ×  】  

【  ○  】  

【  ○  】  

【  ×  】  
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表 ６ -３  施 策 の 取 組 状 況 と 評 価 （ 3/4）  

基
本
理
念  

基 本
方針  

取 組 状況と評価  

み

ん

な

で

つ

く

る

み

ど

り 

水

と

み

ど

り

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク 

づ

く

り

を

進

め

ま

す 

： 幹 線 道 路 等 の 街 路 樹 や 河 川 沿 い の 桜 並 木 の 一 部 は 、街

路 樹 愛 護 会 や 町 内 会 な ど 、住 民 組 織 等 の 活 動 に よ っ て

保 護 ・ 育 成 さ れ て い る 。  

◆ 評 価  

⇒ 生 物 の 生 態 系 に も 配 慮 し つ つ 、引 き 続 き 、街 路 樹 や 河 川 の

整 備 ・ 更 新 ・ 維 持 ・ 管 理 を 進 め て い く 必 要 が あ る 。  

み

ど

り

豊

か

な

生

活

環

境

づ

く

り

を 

進

め

ま

す 

： 市 民 サ ー ビ ス セ ン タ ー 等 で 壁 面 緑 化 等 を 実 施 し た 。  

： 緑 地 協 定 制 度 ※ の 締 結 を 促 進 し た 。（ 平 成 20 年 度 に １

箇 所 追 加 ）  

：緑 地 に お け る 無 秩 序 な 市 街 化 へ の 動 き は 少 な く 、緑 地

の 保 全 の 必 要 性 が 低 い た め 、緑 化 率 規 制 等 の 導 入 に は

至 っ て い な い 。  

◆ 評 価  

⇒ 民 有 地 の 緑 化 推 進 に 向 け 、 各 種 制 度 の 活 用 促 進 に 係 る 周

知 ・ 広 報 を 進 め て い く 必 要 が あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※  緑 地 協 定 制 度  
⇒ 土 地 所 有 者 等 の 合 意 に よ っ て 締 結 さ れ る 、 緑 地 の 保 全 や 緑 化 に 関 す

る 協 定 で 、 保 全 ・ 植 栽 を 行 う 樹 木 等 の 種 類 等 を 定 め る こ と に よ り 、

よ り よ い 地 域 環 境 の 創 出 を 図 る こ と が で き る 。   

【  ○  】  

【  ○  】  

【  ×  】  
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表 ６ -４  施 策 の 取 組 状 況 と 評 価 （ 4/4）  

基
本
理
念  

基 本
方針  

取 組 状況と評価  

み

ん

な

で

ま

も

る

み

ど

り 

樹

林

地

、

農

地

等

、

自

然

の 

緑

の

保

全

を

図

り

ま

す 

： 風 致 地 区 や 農 業 振 興 地 域 な ど 、緑 地 保 全 制 度 に 基 づ く

適 切 な 保 全 を 実 施 し た 。  

：市 民 緑 地 制 度 の 活 用 に よ る 民 有 地 の 緑 地 保 全 に は 至 っ

て い な い 。  

◆ 評 価  

⇒ 保 全 対 象 と な る 緑 地 所 有 者 の 理 解 と 協 力 の う え 、 引 き 続

き 、緑 地 保 全 制 度 を 活 用 し た 適 切 な 保 全 を 進 め て い く 必 要

が あ る 。  

⇒ 民 有 地 の 緑 化 保 全 に 向 け 、 緑 へ の 理 解 と 意 識 啓 発 に 努 め 、

各 種 制 度 の 活 用 促 進 に 係 る 周 知・広 報 を 進 め て い く 必 要 が

あ る 。  

生

態

系

に

配

慮

し

て

地

域

の

緑

を 
守

り

活

用

し

ま

す 

： 森 林 公 園 の 適 正 な 維 持 管 理 を 行 い 、ま た 、市 民 等 に よ

る 緑 化 活 動 に 対 し 、緑 の ま ち づ く り 活 動 支 援 基 金 に よ

り 支 援 を 実 施 し た 。  

：保 存 樹 に つ い て 、適 正 な 維 持 管 理 の た め の 支 援 を 実 施

し た が 、現 行 制 度 の 見 直 し な ど 、課 題 の 解 決 に は 至 っ

て い な い 。  

◆ 評 価  

⇒ 引 き 続 き 、 市 民 等 の 緑 化 活 動 へ の 支 援 等 を 実 施 す る ほ か 、

市 民 緑 地 認 定 制 度 等 の 活 用 に よ る 民 有 地 の 緑 化 を 促 進 す

る 。  

⇒ 保 存 樹 制 度 の 適 切 な 運 用 の た め 、 現 行 制 度 の 見 直 し も 含

め 、 課 題 の 解 決 に 取 組 む 必 要 が あ る 。  

 

  

【  ○  】  

【  ×  】  

【  ○  】  

【  ×  】  
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 目標水準の達成状況  

前計画における 緑の目標水準は、「量」と「質」の２つの視点から 設定

しています。現況の達成状況について、次のとおり整理しました。  

 

 「量」に係る目標値の達成状況  

緑の量に係る目標水準「市街地 における緑地率」について、前計画の

目標値と現況の達成状況を次に示します。  

現 況 の 市街 地の 緑 地率 は 23.2％ と なって おり 、前 計 画にお ける 短 期

目標値（ 23.9％ ）には及ばないものの、策定当時（ 23.0％ ）と比較して

増加しています。増加の主な要因としては、都市公園や公共施設緑地等

の増加が挙げられます。  

 

◇ 目 標 値 の 算 出 方 法  

  市 街 地 に お け る 緑 地 率  

   ＝ 市街化区域の公的および市民協働緑地および市街化区域に隣接する公的緑地面積  

     ／ （ 市 街 化 区 域 の 面 積 ＋ 市 街 化 区 域 に 隣 接 す る 公 的 緑 地 面 積 ）  

 

 

表 ６ -５  前 計 画 の 目 標 値 の 達 成 状 況  

 前 計 画  
現況値（2017 年） 

策定当時（2007 年） 短期目標（2017 年） 

面積(ha) 緑地率(％) 面積(ha) 緑地率(％) 面積(ha) 緑地率(％) 

公的緑地 1 , 7 5 6 . 1  2 2 . 9  1 , 8 2 6 . 9  2 3 . 8  1 , 7 7 8 . 7  2 3 . 1  

 

基幹公園や児童遊園地 2 6 6 . 9  3 . 5  2 7 5 . 1  3 . 6  2 7 9 . 6  3 . 6  

その他都市公園や公共施設緑地 2 3 3 . 3  3 . 0  2 3 3 . 3  3 . 0  2 4 2 . 5  3 . 2  

法による保全緑地 1 , 2 5 5 . 8  1 6 . 4  1 , 3 1 8 . 4  1 7 . 2  1 , 2 5 6 . 6  1 6 . 3  

市民協働による緑地 6 . 0  0 . 1  6 . 7  0 . 1  6 . 0  0 . 1  

市街化区域等面積 7 , 6 6 7   7 , 6 6 7   7 , 6 9 3   

緑地率 2 3 . 0  2 3 . 9  2 3 . 2  
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 「質」に係る目標値の達成状況  

緑の質に係る目標水準「市街地における都市公園のバリアフリー化率」

について、前計画の目標値と現況の達成状況を次に示します 。  

現 況 の 市街 地の バ リアフ リー 化率 は 64.6％ と な って お り、前 計画 に

おける短期目標値（ 64.0％ ）を上回って います。このことから、前計画

に基づき、計画的な整備が実施されたといえます。  

 

◇ 目 標 値 の 算 出 方 法  

  市 街 地 に お け る 都 市 公 園 の バ リ ア フ リ ー 化 率  

   ＝ バ リ ア フ リ ー 整 備 さ れ た 都 市 公 園 数 ／ 都 市 公 園 数  

都 市 公 園 ： 市 が 管 理 す る も の  

 

 

表 ６ -６  前 計 画 の 目 標 値 の 達 成 状 況  

 前 計 画  
現況値（2017 年） 

策定当時（2007 年） 短期目標（2017 年） 

バ リ ア フ リ ー

化 率  

42 .8％  

（ 77/180 公 園 ）  

64 .0％  

（ 115 /1 81 公 園 ）  

64 .6％  

（ 133 /2 06 公 園 ）  
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